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W48b 重力波観測ランO3における J-GEMの重力波フォローアップ
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2015年に重力波望遠鏡 LIGO/Virgoによって重力波が検出され、重力波天文学が幕を開けた。さらには 2017
年 8月に中性子星連星合体であるGW170817が検出され、史上初めて重力波源の電磁波対応天体が発見された。
特に可視光・近赤外線帯域の放射は中性子星合体により放出された物質内で速い中性子捕獲反応 (r-process) によ
り生成された重元素の放射性崩壊をエネルギー源として生じた放射 (キロノバ)であることがわかった。重力波源
の可視・赤外線放射を観測することで連星合体時に合成される元素についての詳細な研究を行うことができるこ
とから、重力波源の可視・近赤外線フォローアップ観測が求めらた。J-GEMでは日本が所有する可視・近赤外線
望遠鏡を用いて重力波フォローアップを実施し、重力波源の電磁波対応天体検出・観測を目指している。
2019年 4月から重力波観測ラン O3が開始され、観測開始直後から重力波が複数検出された。さらに 2019年

6月までに重力波が検出された三つのイベントは中性子星を含む連星合体であることが示唆され、全世界で電磁
波対応天体探査が行われた。J-GEMでも国内外の小口径望遠鏡群やすばる望遠鏡を用いて中性子星連星合体の
三つを含む複数イベントにおいて可視・近赤外線によるサーベイ観測を実施した。さらには、全世界で行われた
サーベイ観測によって発見された可視光新天体に対して、撮像・分光観測によるフォローアップ観測もおこなっ
た。本講演ではO3ランにおける J-GEMのフォローアップ実施状況を報告する。


